
  

 

 

 

 

プログラム表紙３年渡辺優花さん 

６月７日（土）に「笑顔満祭～咲きほこれ坂高の花～」をスローガンに、坂上分校文化祭を開催しま

した。ＰＴＡによる昼食の販売、２年生による「神楽クッキー」「シフォンケーキ」等の販売等も行わ

れ、会場には８０名を超える皆さまにお越しいただきました。 

体育館では、総合文化部によるオープニング演奏、各学年のアイデアに満ちたステージ発表、生徒有

志による坂高ランキングやダンス、神楽クラブと山代白羽神楽保存会による神楽「三鬼」の上演、生徒

会によるビンゴ大会など。そして教室棟では、美術作品展示や、授業作品、３年生に

よる縁日など、盛りだくさんの内容でした。まさに「笑顔満祭」の文化祭でした。 

 

【体育館】生徒もご家族も地域の方も、それぞれの演技に「笑顔」がはじけました。 

 

【教室棟】子どもたちの「笑顔」そして生徒の「おもてなし」が最高でした。 

 

【食品販売】やはり美味しいものは、みんなを「笑顔」にしてくれます。 
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６月１１日（水）に、企業・大学・専門学校等のたくさんの分野から講師を迎え、進路ガイダンス

を開催しました。当日は、生徒にとって、希望する進路の説明を聞き、進路選択について、考える貴重

な機会となりました。近年、キャリア教育という言葉が よく使われます。キャリア教育は、「生き方

教育」とも言われます。「今だけでなく、生涯に渡って、自分は社会にどう貢献していくのか？どう歩

みを進めていくのか？」など。希望溢れる将来を見据え、一人ひとりが真剣に考えていきたいですね。 

  

 

 

 

 

６月１９日（木）に、ハーモニーみわにて、小中高合同防災学習が行われました。坂上分校からは、

１年生が参加し、山口県赤十字防災奉仕団の方から災害等に対応すべきことで、指導を受けました。

「自助」「共助」の力を高め、自分と人々の命を守る、防災意識を高めるよい機会となりました。 

 

優雅に飛んでいくツバメを見ながら・・・       

今年も我が家に、ツバメが巣を作りました。

子どもの頃は、そのことが、毎年の恒例行事 

みたいで、とてもうれしかった記憶がありま

す。一方、大人になった今では、内心、ツバメ

のフンの処理が大変だなと思ってしまう自分が・・・（笑） 

そのツバメで想い出すのは、小学校３年生のときの出来事です。この時期に、このことを、私は毎年

のように想い出すのですが・・・ 

小学生だった頃、当時は毎日、日記を家で書いて、翌日、担任の先生に提出するという宿題？があり

ました。あるとき、私は「我が家のツバメの巣の様子」を日記に書いて提出しました。かなり詳しくそ

の様子を描写しました。あとで先生から返却された日記のコメントを読んだとき、私は体全体で喜びを

感じました。赤丸が、これでもかというくらい、つけられて返ってきました。私は、自分の想像以上に、

その描写をほめていただきました。 

あれから半世紀経ちますが、今だにそのことを思い出します。そして感動します。人は、心からほめ

られると、一生忘れないくらいの思いをするのかもしれません。当時の担任の先生に、ただただ感謝の

思いで一杯です。 

ひるがえって私は、坂校生のみんなを、「心からほめているだろうか？いや、それ以前に頑張りが見

えているだろうか？」もっともっとアンテナを張り巡らせ、坂校生の素晴らしさを見つけていこうと思

う、今日この頃でした。   
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